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 彼の死から 140 年，ゲルマン等異民族の侵入をくい止められない中，ローマ市内に新た
に小さな城壁が築かれたが，周囲 11 キロメートルの城壁から出発し，世界帝国へと拡大し
たローマは再びこの壁の内部に閉じこもってしまった(NHK スペシャル『シリーズ ローマ






























































 溝上慎一(2017)はアクティブ=ラーニング型授業の基本的構造として，例えば 90 分とい
う授業時間内で，講義部分と対話部分の両方を組み込んでデザインされるのが一般的だと
指摘している。 
 高校の場合，普通 1 コマの授業は 50 分であるから，この中に対話部分を組み入れるとな
ると最低でも 15 分～20 分はそのために確保したい。 
 すると，残り 30 分が講義ということになり，この時間帯がとりわけ重要になってくる。 
 一つの「問い」を投げかけるにしても，それに関わる十分な情報が生徒に与えられなけ
れば充実した対話や協同作業には導けない。 











































を知った」(1 年生男子 2017 年) 
「先生に教わっていなかったら，世界史という科目をここまで好きにはなっていなかっ
たと思います」(1 年生女子 2018 年) 
「人生で一番楽しい授業だった。世界史の授業のある日はいつも楽しみだった」(1 年生











・石川一喜・小貫仁 編『教育ファシリテーターになろう!』弘文堂 2015 年 
・視聴覚教材 NHK スペシャル『シリーズ ローマ帝国』第 3 集「さいはての兵士たち， 
 忍びよる帝国の終えん」 2004 年 NHK 総合放映 
・視聴覚教材 NHK『その時歴史が動いた』古代中国シリーズ「項羽と劉邦(四面楚歌)」 
 2003 年 NHK 総合放映 
・竹内吉和『発達障害と向き合う』幻冬舎ルネッサンス新書 2012 年 
・溝上慎一『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』東信堂 2014 年 
・宮崎猛 編著『アクティブ・ラーニングの基本と授業のアイデア』ナツメ社 2017 年 
・森朋子・溝上慎一 編『アクティブラーニング型授業としての反転授業(理論編)』ナカ
ニシヤ出版 2017 年 
・ライオネル=カーソン原著 タイムライフブックス編集部 編集『ライフ人間世界史 14 
古代エジプト』1976 年 
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